
                                    2026.5.15 発行

  

  

 

 

 

 

適格請求書発行事業者以外の者から行った課税仕入れ

に係る税額控除に関する経過措置の改正について
 

 

◆ 控除可能割合等の見直し（通称：7・5・3割控除） 

令和 8年度税制改正により、免税事業者など適格請求書発行事業者以外の者から行った課税仕入れにつき、

その一定割合を控除できる経過措置について、適用期限を 2年間延長した上で、以下のとおり控除可能割合が 

見直されました。 

 

 
改正前は令和 8 年 10 月 1 日から令和 10 年 9 月 30 日の期間における控除割合は 50％であり、本経過措置

の最終的な適用期限が令和 11 年 9月 30 日であったところが、改正により上記のとおりとなりました。 

 

 

◆ 控除限度額の見直し 

一の適格請求書発行事業者以外の者からの課税仕入れの額の合計額がその年又はその事業年度で 1億円 

（改正前：10 億円）を超える場合には、その超えた部分の課税仕入れについて、本経過措置の適用を認めな 

いこととされました。 

※控除限度額の見直しは、令和 8年 10 月 1日以後に開始する課税期間から適用されます。 

 

出典 国税庁「インボイス経過措置の見直し等」 

      「インボイス制度に関する令和 8年度税制改正について」 

詳しいことをお聞きになりたい際は、 

お気軽にアスモア税理士法人にご相談ください。 

ＴＥＬ：０９２－７２６－２３５０ 

かわら版をご覧の皆様こんにちは。新緑の季節となりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

今回は、インボイス制度における控除可能割合等の見直しについてお知らせいたします。 


